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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期
第２四半期
連結累計期間

第52期
第２四半期
連結累計期間

第51期

会計期間
自平成24年１月１日

至平成24年６月30日

自平成25年１月１日

至平成25年６月30日

自平成24年１月１日

至平成24年12月31日

売上高（千円） 12,425,335 12,967,030 25,651,213

経常利益（千円） 547,229 429,686 1,149,978

四半期（当期）純利益（千円） 253,589 214,179 406,506

四半期包括利益又は包括利益
（千円）

332,332 294,121 549,488

純資産額（千円） 7,924,705 8,339,809 8,098,108

総資産額（千円） 21,970,754 25,069,229 23,370,623

１株当たり四半期（当期）純利益金
額（円）

23.18 19.58 37.16

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円）

－ － －

自己資本比率（％） 31.1 28.6 29.7

営業活動によるキャッシュ・フロー
（千円）

688,955 1,282,373 △143,507

投資活動によるキャッシュ・フロー
（千円）

△791,587 △1,972,021 △1,455,543

財務活動によるキャッシュ・フロー
（千円）

242,102 1,003,235 1,182,565

現金及び現金同等物の四半期末（期
末）残高（千円）

1,521,969 1,279,602 966,014

　

回次
第51期
第２四半期
連結会計期間

第52期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成24年４月１日

至平成24年６月30日

自平成25年４月１日

至平成25年６月30日

１株当たり四半期純利益金額又は１株

当たり四半期純損失金額（△）（円）
8.78 △2.58

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 　

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

 

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。　

　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
　

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。　

　

(1) 経営成績の分析  

当第２四半期連結累計期間の当社グループの業績につきましては、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会

社及び株式会社リブライフにおいて戸建住宅引渡が好調に推移したことや、当社の設備事業においてメガソーラー

等の大型工事の完成があったこと等から、売上高は前年同期比4.4％増の12,967,030千円となりました。

利益につきましては、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社及び株式会社リブライフにおいて、人員の

増加に伴い販売費及び一般管理費が増加したこと等から、連結営業利益は前年同期比22.3％減の446,413千円、連結

経常利益は前年同期比21.5％減の429,686千円、連結四半期純利益は前年同期比15.5％減の214,179千円、その他の

包括利益を加味した結果、連結四半期包括利益は前年同期比11.5％減の294,121千円となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、下記のセグメント別営業損益には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでおります。

　

＜建設事業＞ 

建設事業セグメントに関しましては、建築土木工事において受注が好調に推移したものの、前連結会計年度から

の繰越工事高が少なかった影響等から、売上高は前年同期比2.9％減の3,003,720千円、営業利益は前年同期比21.9

％減の148,142千円となりました。 

 

＜設備事業＞ 

設備事業セグメントに関しましては、当社においてメガソーラー等の大型工事の完成があった影響等から、売上

高は前年同期比5.8％増の1,922,068千円、営業利益は前年同期比43.1％増の153,609千円となりました。 

　

＜住宅事業＞ 

住宅事業セグメントに関しましては、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社及び株式会社リブライフに

おいて、引渡棟数が好調に推移した結果、売上高は前年同期比4.1％増の7,100,873千円となりました。営業利益につ

きましては、セキスイハイム山陽株式会社及び株式会社リブライフにおいて、人員の増加に伴い販売費及び一般管

理費が増加したこと等から、前年同期比62.0％減の77,393千円となりました。 

 

＜不動産賃貸事業＞ 

不動産賃貸事業セグメントに関しましては、連結子会社である株式会社リブライフにおいて、仲介手数料収入が

増加したこと等により、売上高は前年同期比30.1％増の703,390千円となりました。営業利益につきましては、株式

会社リブライフにおいて、人員の増加に伴い販売費及び一般管理費が増加したこと等から、前年同期比26.8％減の

73,932千円となりました。

 

＜その他事業＞ 

その他事業セグメントに関しましては、当社の太陽光発電事業において固定価格買取制度に基づく売電を平成24

年７月より開始したことから、売上高は前年同期比55.4％増の236,978千円となりました。営業損益につきまして

は、太陽光発電事業設備の減価償却費が増加したこと等から、営業損失7,932千円（前年同期 営業損失10,573千

円）となりました。
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(2) 財政状態の分析 

① 資産 

　当第２四半期連結会計期間末の資産合計に関しましては、当社の太陽光発電施設完成に伴う機械・運搬具及

び土地の増加、当社及び連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社の賃貸施設完成に伴う建物・構築物の

増加等により、25,069,229千円（前連結会計年度末は23,370,623千円）となりました。 

　

② 負債 

　当第２四半期連結会計期間末の負債合計に関しましては、当社における太陽光発電施設及び賃貸用施設建設

の資金調達に伴う長期借入金の増加等により、16,729,419千円（前連結会計年度末は15,272,515千円）となり

ました。

　

③ 純資産  

　当第２四半期連結会計期間末の純資産に関しましては、四半期純利益による利益剰余金の増加等により、

8,339,809千円（前連結会計年度末は8,098,108千円）となりました。 

 

(3) キャッシュ・フローの状況 

　当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローは、投資活動により1,972,021千円減少しましたが、営業

活動により1,282,373千円、財務活動により1,003,235千円が増加した結果、当第２四半期連結会計期間末における

現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、1,279,602千円（前年同四半期末1,521,969千円）となりました。

　

　主な要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、たな卸資産の増加327,302千円等

の減少要因がありますが、売上債権の減少849,158千円、税金等調整前四半期純利益412,018千円及び未成工事

受入金の増加342,698千円等により、資金は1,282,373千円の増加（前年同四半期は688,955千円の増加）とな

りました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出

1,951,080千円等の減少要因により、資金は1,972,021千円の減少（前年同四半期は791,587千円の減少）とな

りました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出

474,353千円及びリース債務の返済による支出98,069千円等の減少要因がありますが、長期借入れによる収入

1,698,117千円の増加要因により、資金は1,003,235千円の増加（前年同四半期は242,102千円の増加）となり

ました。

 　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。

　

(6) 従業員数

　当第２四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

　

(7) 生産、受注及び販売の実績

　当第２四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。　
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(8) 主要な設備

　当第２四半期連結累計期間において、前連結会計年度末に計画中であった主要な設備の新設について完了したも

のは以下のとおりであります。

会社名 所在地 セグメントの名称　 設備の内容 投資額（千円） 完了年月

セキスイハイム

山陽株式会社

兵庫県

加古川市
不動産賃貸 賃貸施設 485,762　 平成25年３月

提出会社　
千葉県

松戸市　
不動産賃貸 賃貸施設 811,894平成25年４月

提出会社
兵庫県

加西市
その他

太陽光発電

施設
998,032平成25年６月
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,532,630 11,532,630

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式であり、単

元株式数は1,000株で

あります。

計 11,532,630 11,532,630 － －

 

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

－ 11,532,630 － 764,815 － 705,825
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（６）【大株主の状況】

 平成25年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

三木　茂克 兵庫県姫路市 2,352 20.40

有限会社フレンド商会 兵庫県姫路市東辻井２丁目３-10 706 6.13

三木　佳美 兵庫県姫路市 593 5.15

美樹工業社員持株会 兵庫県姫路市東延末二丁目50番地 295 2.56

平野　勝也 兵庫県姫路市 268 2.32

三木　博也  兵庫県姫路市 241 2.09

中田　純夫  兵庫県姫路市 236 2.05

白石　満雄 埼玉県久喜市  211 1.82

三木　立子 兵庫県姫路市 206 1.78

中田　知子 兵庫県姫路市 205 1.78

計 － 5,317 46.10

　（注）上記のほか、自己株式が594千株あります。

　

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 594,000 －
権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,924,000 10,924 同上

単元未満株式 普通株式 14,630 － 同上

発行済株式総数 11,532,630－ －

総株主の議決権 － 10,924 －

 （注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株含まれておりま
す。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

  

②【自己株式等】

　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

美樹工業株式会社
兵庫県姫路市東延
末二丁目50番地

594,000 － 594,000 5.15

計 － 594,000 － 594,000 5.15

  

　

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 894,477 1,149,526

受取手形・完成工事未収入金等 ※3
 1,960,160

※3
 1,111,002

たな卸資産 ※1
 4,234,917

※1
 4,562,219

預け金 96,536 155,075

繰延税金資産 118,619 112,636

未収還付法人税等 95,611 －

その他 293,909 742,388

貸倒引当金 △3,051 △2,618

流動資産合計 7,691,181 7,830,232

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 4,086,784 5,234,773

機械・運搬具（純額） 557,883 1,264,534

工具器具・備品（純額） 728,467 729,379

土地 7,808,095 8,083,113

リース資産（純額） 443,179 343,849

建設仮勘定 707,933 157,980

有形固定資産合計 14,332,344 15,813,629

無形固定資産 30,107 26,512

投資その他の資産

投資有価証券 486,995 564,210

破産更生債権等 761 761

繰延税金資産 299,359 281,398

その他 592,206 632,373

貸倒引当金 △62,332 △79,889

投資その他の資産合計 1,316,990 1,398,855

固定資産合計 15,679,442 17,238,996

資産合計 23,370,623 25,069,229
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 1,685,068 1,553,095

短期借入金 3,170,000 3,100,000

1年内償還予定の社債 － 200,000

1年内返済予定の長期借入金 937,040 1,034,118

リース債務 183,075 166,109

未払法人税等 121,006 123,501

未成工事受入金 1,440,169 1,782,867

賞与引当金 125,711 139,685

役員賞与引当金 10,000 －

完成工事補償引当金 179,541 179,689

工事損失引当金 79,166 23,000

資産除去債務 18,740 18,745

その他 912,500 1,089,488

流動負債合計 8,862,021 9,410,299

固定負債

社債 800,000 600,000

長期借入金 4,317,668 5,444,354

リース債務 261,650 180,547

退職給付引当金 277,667 298,333

役員退職慰労引当金 260,569 281,935

資産除去債務 173,422 174,909

その他 319,516 339,038

固定負債合計 6,410,494 7,319,120

負債合計 15,272,515 16,729,419

純資産の部

株主資本

資本金 764,815 764,815

資本剰余金 705,825 705,825

利益剰余金 5,592,189 5,762,615

自己株式 △107,830 △107,830

株主資本合計 6,954,999 7,125,426

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △3,551 46,625

その他の包括利益累計額合計 △3,551 46,625

少数株主持分 1,146,659 1,167,758

純資産合計 8,098,108 8,339,809

負債純資産合計 23,370,623 25,069,229
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 12,425,335 12,967,030

売上原価 9,387,540 9,907,484

売上総利益 3,037,794 3,059,545

販売費及び一般管理費 ※
 2,463,219

※
 2,613,132

営業利益 574,574 446,413

営業外収益

受取利息 5,758 6,169

受取配当金 2,754 3,074

受取保険金 1,034 684

受取補償金 － 8,230

持分法による投資利益 3,730 －

貸倒引当金戻入額 7,270 902

その他 9,568 10,568

営業外収益合計 30,116 29,629

営業外費用

支払利息 33,659 33,888

社債利息 2,127 1,964

持分法による投資損失 － 564

シンジケートローン手数料 3,000 3,000

その他 18,675 6,939

営業外費用合計 57,462 46,356

経常利益 547,229 429,686

特別利益

固定資産売却益 － 214

投資有価証券売却益 515 －

特別利益合計 515 214

特別損失

固定資産売却損 2,673 12,220

固定資産除却損 3,904 5,401

貸倒引当金繰入額 － 260

特別損失合計 6,578 17,882

税金等調整前四半期純利益 541,166 412,018

法人税、住民税及び事業税 223,417 168,073

法人税等合計 223,417 168,073

少数株主損益調整前四半期純利益 317,748 243,944

少数株主利益 64,158 29,764

四半期純利益 253,589 214,179
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 317,748 243,944

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 14,583 50,176

その他の包括利益合計 14,583 50,176

四半期包括利益 332,332 294,121

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 268,173 264,356

少数株主に係る四半期包括利益 64,158 29,764
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 541,166 412,018

減価償却費 278,289 323,910

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,536 17,123

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,314 13,974

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △10,500 △10,000

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △970 148

工事損失引当金の増減額（△は減少） 25,920 △56,166

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,106 20,666

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 13,345 21,366

受取利息及び受取配当金 △8,512 △9,243

支払利息及び社債利息 35,787 35,853

持分法による投資損益（△は益） △3,730 564

固定資産売却損益（△は益） 2,673 12,005

固定資産除却損 3,904 5,401

投資有価証券売却損益（△は益） △515 －

売上債権の増減額（△は増加） 468,246 849,158

たな卸資産の増減額（△は増加） △566,305 △327,302

仕入債務の増減額（△は減少） △23,208 △131,973

未成工事受入金の増減額（△は減少） 28,622 342,698

その他 182,029 18,326

小計 986,199 1,538,528

利息及び配当金の受取額 8,715 9,771

利息の支払額 △35,584 △35,335

法人税等の支払額 △267,399 △227,678

法人税等の還付額 25 86

その他の支出 △3,000 △3,000

営業活動によるキャッシュ・フロー 688,955 1,282,373

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △996,173 △1,951,080

有形固定資産の売却による収入 205,647 8,558

無形固定資産の取得による支出 △1,410 △200

投資有価証券の取得による支出 △299 △15,298

投資有価証券の売却及び償還による収入 647 15,000

その他 － △29,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △791,587 △1,972,021

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 80,000 △70,000

長期借入れによる収入 761,250 1,698,117

長期借入金の返済による支出 △437,020 △474,353

リース債務の返済による支出 △109,644 △98,069

配当金の支払額 △43,817 △43,793

少数株主への配当金の支払額 △8,666 △8,666

財務活動によるキャッシュ・フロー 242,102 1,003,235

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 139,470 313,588

現金及び現金同等物の期首残高 1,382,498 966,014

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,521,969

※
 1,279,602
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【会計方針の変更等】

　（減価償却方法の変更）

　当社及び連結子会社である三樹エンジニアリング株式会社は、法人税法の改正（経済社会の構造の変化に対応し

た税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律（平成23年法律第114号）及び法人税法施行令の一部

を改正する政令（平成23年政令第379号））に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年１月１日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益はそれぞれ4,900千円増加しております。

 

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）　

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率

を使用する方法によっております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

  
前連結会計年度

（平成24年12月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

販売用不動産 2,425,141千円 2,447,861千円

商品 17,226 24,943

未成工事支出金 1,684,505 1,974,689

材料貯蔵品 108,044 114,725

  

　２．保証債務

下記の債務に対して、保証を行っております。  

前連結会計年度
（平成24年12月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

ユニット住宅購入者が

利用する住宅ローン
972,310千円

ユニット住宅購入者が

利用する住宅ローン
1,115,900千円

  　

※３．四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日で

したが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額

は、次のとおりであります。　

  
前連結会計年度

（平成24年12月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 5,665千円 1,260千円

　

　

（四半期連結損益計算書関係）

　※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日）

給与手当及び賞与 908,136千円 971,896千円

役員退職慰労引当金繰入額 18,450 21,366

賞与引当金繰入額 115,801 127,282

退職給付費用 41,515 47,299

貸倒引当金繰入額 － 17,766

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日）

現金預金 1,409,295千円 1,149,526千円

預け金　 137,673 155,075

預入期間が３か月を超える定期預金 △25,000 △25,000

現金及び現金同等物 1,521,969 1,279,602
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（株主資本等関係）

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自平成24年１月１日  至平成24年６月30日）

１．配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月28日

定時株主総会
普通株式 43,753 4.0 平成23年12月31日 平成24年３月29日利益剰余金

  

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

日後となるもの

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年７月30日

取締役会
普通株式 43,753 4.0 平成24年６月30日 平成24年９月３日利益剰余金

  

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間（自平成25年１月１日  至平成25年６月30日）

１．配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月28日

定時株主総会
普通株式 43,753 4.0 平成24年12月31日 平成25年３月29日利益剰余金

  

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

日後となるもの

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年７月30日

取締役会
普通株式 43,753 4.0 平成25年６月30日 平成25年９月２日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年１月１日 至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位 ： 千円）　

 
報告セグメント

その他 
（注）１ 

合計
調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

建設 設備 住宅 不動産賃貸 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客への
売上高

3,093,5611,816,7776,821,778540,72212,272,839152,49512,425,335－　 12,425,335

(2）セグメント間
の内部売上高
又は振替高

17,715191,282103,7116,175318,884 － 318,884　 △318,884 －

計 3,111,2762,008,0606,925,489546,89712,591,723152,49512,744,219△318,88412,425,335

セグメント利益又
は損失（△）

189,571107,318203,517100,982601,391△10,573590,817△16,242574,574

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、パブリックゴルフ場経営、損害

保険代理店業、飲食事業、太陽光発電事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△16,242千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年１月１日 至平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位 ： 千円）　

 
報告セグメント

その他 
（注）１ 

合計
調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

建設 設備 住宅 不動産賃貸 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客への
売上高

3,003,7201,922,0687,100,873703,39012,730,051236,97812,967,030－　 12,967,030

(2）セグメント間
の内部売上高
又は振替高

207,323193,3535,356 4,417410,450 150 410,600　 △410,600 －

計 3,211,0432,115,4217,106,229707,80713,140,502237,12813,377,630△410,60012,967,030

セグメント利益又
は損失（△）

148,142153,60977,39373,932453,077△7,932445,1441,268446,413

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、パブリックゴルフ場経営、損害

保険代理店業、飲食事業、太陽光発電事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額1,268千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

４．会計方針の変更等

　　（減価償却方法の変更）

　　　当社及び連結子会社である三樹エンジニアリング株式会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計

期間より、平成25年１月１日以後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方

法に変更しております。

　　　この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益が、それぞれ

「建設事業」で70千円、「不動産賃貸事業」で2,992千円増加し、セグメント損失が、「その他事業」で

1,837千円減少しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。　
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（金融商品関係）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認め

られません。

　

　

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認め

られません。

　

　

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。 

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 23円18銭 19円58銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 253,589 214,179

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 253,589 214,179

普通株式の期中平均株式数（株） 10,938,332 10,938,331

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 
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２【その他】

平成25年７月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………43百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………４円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成25年９月２日

（注）平成25年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

EDINET提出書類

美樹工業株式会社(E00315)

四半期報告書

20/21



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月９日

美樹工業株式会社

取締役会　御中

仰星監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 徳丸　公義　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 新田　泰生　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている美樹工業株式会社

の平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、美樹工業株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

 ２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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